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富山県成長戦略室

ウェルビーイング指標⑤

ウェルビーイングを全体で捉える総合指標

指標のうち、「総合指標」は、ウェルビーイングを全体で捉える指標で、①総合実感と、

②生活の調和とバランス実感の２つの区分があります。

①の総合実感は、国際的な調査でも使われている10～0の11段階評価で、我々が決

めた基準での評価ではなく、自分自身のありたい姿、理想的な状態を考え、それに対して

どの程度満たされているのかを評価いただくことで測定します。

自分基準の評価、また、「自分事」として捉えていただきたいとの思いから、「総合”わた

し”実感」と表現しています。

この総合実感は、過去・未来の状態も見ていきます。「”わたし振り返り”実感」と「”未来

のわたし”期待感」です。時間軸を意識し、持続的な状態を丁寧に見ていく、また未来へ

の期待・希望の動向を捉える狙いもあります。

一方で、日本人の幸福感としてバランスと調和を重視する傾向があると言われています。

仕事や余暇、家庭生活など様々な面でバランスや調和がとれ、ちょうどよい状態として

「生活が整っている」と感じられているのかを②生活の調和とバランス実感で見ていくこととし

ています。

自分基準で“満たされた状態”・”調和とバランス”を総合評価

富山県ウェルビーイング指標県民意識調査結果

①総合実感の状況（参考値：R4県民意識調査の結果、平均値）

②生活の調和とバランス実感の状況（参考値：上記同）

総合的に、生活が整っている（仕事な
ど社会活動や、余暇活動など、様々な
面のバランスや調和がとれている）
と感じている。

はい：４ どちらかと言えばはい：３
どちらかと言えばいいえ：２ いいえ：１
で評価

https://www.pref.toyama.jp/100224/toyama-wellbeing-indicator.html
https://www.pref.toyama.jp/100224/220131wellbeing_chosa.html



